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　朝,夕過ごしやすくなり，少しずつ秋の気配を感じるようになってきたところで,お子さんとともに
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失敗やつまずきを繰り返していると「がんばってもできないから自分はダメだ」と、自信をなくし何事にも意欲的に取り組めない状態になります。「できた」「成功した」「褒められた」と満足したり認められたりする経験を積み重ねるとセルフエスティームが高まります。特に発達障がいがある子どもは、失敗するたびに叱責や注意を受けることが多く、セルフエスティームが低下しています。学力不振や不登校、問題行動等の二次障がいを起こしやすい理由も、このことが大きく影響しています。障がいのあるなしにかかわらず、どの子にとってもセルフエスティームの高まりは、前向きな姿勢や意欲を生み、自分を高めようとする原動力になります。
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あの人も・・・発達障がいの偉人たち
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　発達障がいがあることは、必ずしもその人の能力が低いことにはつながりません。感受性の豊かさや新しい発想、優れた技術や卓越した洞察力など、その才能を発揮した偉人が数多く存在します。私たちは、子どもの可能性を信じ、その芽を決して摘み取ることがないようにしたいものです。
☆アルバート・アインシュタイン（１８７９～１９５５）は、偉大な科学者ですが、彼は９才になるまで本が読めなかったそうです。一度は大学入試には失敗していますし、卒業後の２年間に教師の職を２度も失っています。
☆トーマス・アルヴァ・エジソン（1847～1931）は、電話、蓄音機、電球など多くの物を発明しました。彼は、アルファベットや算術表を暗記することができず、綴りや文法は一生滅茶苦茶だったそうです。 
☆坂本龍馬（１８３６～１８６７）は、10歳過ぎてもお漏らしをして、食事もボロボロこぼしながら食べ、学校の勉強も全くできなかったそうです。そんな龍馬は、姉という理解者に恵まれたことで、自尊心が下がることなく、前向きに人生を開拓しました。常に先進的な考え方をする傾向があったお陰で、それが後に幕末の日本を変える大きな役割を担うまでになったのです。
ユニバーサルデザインの
授業づくり
『ユニバーサルデザイン』とは年齢や障がいの有無などにかかわらず、だれもが利用しやすいよう、環境､サービスなど社会全体を見直し、工夫・改善していこうという考え方。
この考え方を生かす

一斉指導の中で、支援の必要な子どもたちはもちろん、すべての子どもが、参加・活動でき、満足感が得られる授業・学級経営をめざし、分かり易い対応の工夫をする。
授業づくりのための3原則



那覇市立神原小学校　　特別支援教育通信


特別支援だより　秋号


　平成２８年１１月１日（火）　　特別支援教育校内委員会





セルフエスティームを高めてみませんか！





Seｌf-esteem（セルフ・エスティーム）とは、「自尊感情」「自己肯定感」です。「自分を肯定的に認め、自分に自信をもち、自分の存在を大切に思う気持ち」です。





自己肯定感を伸ばすための手立て





☆結果のみを評価するのではなく、その過程のがんばりを「認め・励まし・褒める」形成的な評価を心がける





☆欠点を指摘しすぎることのないよう留意する。むしろ長所を見出し、それを伸ばすよう声を掛けて自信をもたせる





☆子どもたちの自己決定の場を設定し、成果について自己評価をさせる（達成感を味わわせる）





☆家庭の中で役割を与え


自己有用感を持てるよう心がける。





☆失敗や誤りを責めるのではなく、それをやろうとした意欲を認め褒める（ナイス・トライの精神）








No.4





学習規律





・机上をすっきり


・よい姿勢を





リズムとテンポ





・授業の流れの工夫と授業のパターン化


・ゴール（目標）提示








一指示・一動作





・指示は短く的確に


・視覚的と聴覚的支援








